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１．概要（Summary） 

魚類の鱗等から得られるグアニン結晶板は高い光反射

特性と反磁性異方性による磁場配向特性を持つことから

バイオレフレクターとして注目されている。我々は磁性膜

を利用したグアニン結晶の磁気アシスト法の研究を行って

いる。今回、垂直磁化膜を上部に有した Si のライン状お

よび柱状構造を作製し、強磁性/グアニン結晶ハイブリッド

板との梁構造形成について検討した。 

 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
多機能薄膜作製装置 

【実験方法】 
多機能薄膜作成装置により、50 mm角の Si 基板上に

TbCo 薄膜を成膜した後、フォトリソグラフィおよびドライエ

ッチングによりライン状および柱状構造を作製した。この

基板上にフレームシール(9×9 mm、25 µl)を張りつけ、

パーマロイ膜をスパッタ法により堆積したグアニン結晶板

を分散した水をフレームシール内に滴下した後、カバー

ガラスで封入した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
Fig．1 に作製した柱状構造の SEM 像を示す。上部の

TbCo（150 nm）をドライエッチングした後、Si 基板をボッ

シュプロセスによる深堀りエッチング装置で 25 µm エッチ

ングすることで、所望の形状を得ることができた。そこで、

パーマロイを堆積したグアニン結晶を Si/TbCo 構造体上

に配置することを試みた。Fig．2 にその結果を示す。

TbCo の飽和磁化は 250 emu/cc、保磁力は 1.8 ｋOe で

ある。永久磁石を基板下部から近づけることで Si 構造体

へ引き込むようにしている。図からわかるように、パーマロ

イ/グアニン結晶板は端部が Si/TbCo 構造体に付着して

おり、片持ち梁構造に似た構造が得られた。 
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Fig．1 SEM image of fabricated 
prismatic structure of Si/TbCo.  
 

Fig．2 Optical microscope images of 
permalloy film /guanine crystal 
plates on Si/TbCo structure. 
 


